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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　全面を囲まれ、その中に内部を画定する隔室と、
　前記隔室の前記内部内の空気を加熱するように動作可能な発熱体と、
　前記隔室の前記内部と流体連通するように配置されたファンであって、前記発熱体の全
域にわたって及び前記隔室の前部領域に向かって空気を流すように動作可能なファンと、
　前記隔室の前記前部領域に配置されたパネルと、
　前記隔室の領域を分割する仕切りであって、当該領域を通って互いに反対方向に空気が
流れ、前記仕切りは、前記仕切りの両側の空気流の方向と平行に配置され、前記仕切りは
、オーブンの前扉に沿って前記隔室の前記前部領域に垂直開口部を設けて、前記ファンか
ら前記仕切りに隣接した第１領域を通って前記隔室の前記前部領域まで、前記隔室の前記
前部領域にある前記仕切りの前記開口部を通って前記第１領域から前記仕切りの逆側の第
２領域まで、前記仕切りに隣接した前記第２領域を通って前記隔室の前記前部領域から前
記ファンに向かって、空気が流れることを容易にする、仕切りと、
　前記パネル上に配置されて前記隔室の前記内部に面し、互いに対して均一な又は様々な
位置に１以上の配列で配置された複数のプロファイル要素であって、前記パネルで受け取
った空気を、平坦なパネルから生じうるものよりも均一な空間分布で、前記ファンから前
記第１領域を通り、前記仕切りによって設けられた前記開口部を通って、前記第２領域を
通って前記ファンに向かって戻るように案内するように構造的に構成された複数のプロフ
ァイル要素と、を備えるオーブン。
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【請求項２】
　前記前扉は、その内部側に前記パネルを含み、かつ、前記隔室を開くように動作可能で
ある、請求項１に記載のオーブン。
【請求項３】
　前記複数のプロファイル要素の各々が、フィン、ブレード及び孔パターンから構成され
た群から選択される、請求項１又は２に記載のオーブン。
【請求項４】
　前記複数のプロファイル要素の各々が、前記パネルの表面の平面に対して角度をなして
配置された表面を有する、請求項１～３のいずれか１項に記載のオーブン。
【請求項５】
　前記ファンは、前記隔室の後部領域に配置されており、
　前記パネルはほぼ垂直である、請求項１～４のいずれか１項に記載のオーブン。
【請求項６】
　前記隔室が、複数の食事搬送台を収容するような大きさであり、
　前記第１領域の幅が、前記複数の食事搬送台の少なくとも１つを収容するほど十分に大
きく、
　前記第２領域の幅が、前記複数の食事搬送台の少なくとも１つを収容するほど十分に大
きい、請求項１～５のいずれか１項に記載のオーブン。
【請求項７】
　前記発熱体が前記ファンの大部分を取り囲み、前記ファンが、前記ファンを取り囲む前
記発熱体の大部分に外側に向かって空気を送る、請求項１～６のいずれか１項に記載のオ
ーブン。
【請求項８】
　オーブンを加熱する方法であって、
　前記オーブンの発熱体を加熱するステップと、
　ファンによって加熱済み前記発熱体に空気を流すステップと、
　前記加熱済み発熱体を流れる前記空気を前記発熱体によって加熱するステップと、
　前記オーブンの後部領域から第１空気流領域を通って前部領域に向かって、加熱済み前
記空気を案内するステップであって、前記第１空気流領域が、仕切りによって第２空気流
領域から分離され、前記仕切りは、前記第１空気流領域及び前記第２空気流領域に隔室を
分離し、空気は、前記仕切りと平行に流れ、かつ、前記第１空気流領域と比べて前記第２
空気流領域で反対方向に流れる、ステップと、
　複数のプロファイル要素によって、前記加熱済み空気を、前記第１空気流領域から、前
記オーブンの前扉に沿って前記前部領域の前記仕切りの垂直開口部を通って、及び、前記
第２空気流領域を通って前記後部領域に向かって方向転換させるステップであって、前記
複数のプロファイル要素は、前記隔室の前記前部領域にあって前記隔室の内部に面する略
垂直パネルに配置され、互いに対して均一な又は様々な位置に１以上の配列で配置され、
及び、前記パネルで受け取った空気を、平坦な略垂直パネルから生じうるものよりも均一
な空間分布で、前記ファンから前記第１空気流領域を通り、前記仕切りによって設けられ
た前記開口部を通って、前記第２空気流領域を通って前記ファンに向かって戻るように案
内するように構造的に構成される、ステップと、を含む、方法。
【請求項９】
　前記複数のプロファイル要素の各々が、フィン、ブレード及び孔パターンから構成され
た群から選択される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記前部領域に向かって前記加熱済み空気を案内するステップが、前記第１空気流領域
の食事搬送台内に前記加熱済み空気を案内するステップをさらに含み、
　前記前部領域から前記後部領域に向かって前記加熱済み空気を方向転換させるステップ
が、前記第２空気流領域の食事搬送台内に前記加熱済み空気を案内するステップをさらに
含む、請求項８又は９に記載の方法。
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【請求項１１】
　前記発熱体を加熱するステップが、電気発熱体に電流を通すステップを含む、請求項８
～１０のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
[0001]　本願は、「最適化された空気流を有する車両用オーブン」の発明の名称で２０１
２年３月２９日に出願された米国仮特許出願第６１／６１７，５１７号の優先権を主張す
るものであり、その内容の全体を参照によって本明細書に組み込む。
【０００２】
[0002]　実施形態は、食品を加熱するためのオーブンに関する。より具体的には、実施形
態は、最適化された空気流を有する車両用オーブンに関する。
【背景技術】
【０００３】
[0003]　航空機などの車両において使用するための従来のオーブンは、通常、オーブン内
に不均等な空気流を有する。オーブンの異なる領域を異なる速度で通過する異なる量の空
気流は、結果的に、オーブン内で加熱又は調理される食品の不均等な加熱につながる。
【発明の概要】
【０００４】
[0004]　一実施形態によれば、オーブンは、全面を囲まれ、その中に内部を画定する隔室
と、隔室の内部内の空気を加熱するように動作可能な発熱体と、隔室の内部と流体連通す
るように配置されたファンと、を含む。ファンは、発熱体全体及び隔室の前部領域に向か
って空気を流すように動作可能である。オーブンは、また、隔室の前部領域に配置された
パネルと、パネル上に配置されており、パネルで受け取った空気が、平坦なパネルから生
じうるものよりも均一な空間分布で、ファンからオーブンの内部を通ってファンに向かっ
て戻るように案内するように構造的に構成された複数のプロファイル要素（profile elem
ent）と、を含む。
【０００５】
[0005]　オーブンは、隔室の前部領域にある扉をさらに含んでもよい。扉は、その内部側
にパネルをさらに含んでもよく、かつ隔室を開くように動作可能であってもよい。
【０００６】
[0006]　複数のプロファイル要素の各々は、フィン、ブレード及び孔パターンから構成さ
れた群から選択されてもよい。
【０００７】
[0007]　複数のプロファイル要素の各々は、パネルの表面の平面に対して角度をなして配
置された表面を有してもよい。
【０００８】
[0008]　オーブンは、仕切りの両側における空気流の方向と平行に配置された仕切りをさ
らに含んでもよく、仕切りが、互いに反対方向に空気が流れる隔室の領域を分割し、仕切
りは隔室の前部領域に開口部を設けて、ファンから仕切りの近傍の第１領域を通過して隔
室の前部領域まで、隔室の前部領域にある仕切りの開口部を通って第１領域から仕切りの
逆側の第２領域まで、仕切りに隣接した第２領域を通って隔室の前部領域からファンに向
かって空気が流れることを容易にする。
【０００９】
[0009]　別の実施形態によれば、オーブンは、全面を囲まれた隔室と、隔室内の空気を加
熱するように動作可能な発熱体と、隔室の後部領域に配置されたファンと、を含む。ファ
ンは、発熱体の全域にわたって及び隔室の前部領域に向かって空気を流す。オーブンは、
また、隔室の前部領域に配置された略垂直パネルと、略垂直パネルに配置されており、略
垂直パネルで受け取った空気が、平坦な略垂直パネルから生じうるものよりも均一な空間
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分布で、ファンからオーブンの内部を通ってファンに向かって戻るように案内するように
構造的に構成された複数のプロファイル要素と、を含む。
【００１０】
[00010]　オーブンは、隔室の前部領域にある扉をさらに含んでもよい。扉は、その内部
側に略垂直パネルを含んでもよく、かつ隔室を開くように動作可能であってもよい。
【００１１】
[00011]　複数のプロファイル要素の各々は、フィン、ブレード及び孔パターンから構成
された群から選択されてもよい。
【００１２】
[00012]　複数のプロファイル要素の各々は、略垂直パネルの表面の面に対して角度をな
して配置された表面を有してもよい。
【００１３】
[00013]　オーブンは、また、隔室を第１領域と第２領域とに分割する仕切りを含んでも
よい。仕切りは、隔室の前部領域に、第１領域を通過して隔室の後部領域から隔室の前部
領域まで、仕切り内の開口部を通過して第１領域から第２領域まで、及び第２領域を通過
して隔室の前部領域から隔室の後部領域まで空気が流れることを容易にするための開口部
を提供してもよい。
【００１４】
[00014]　隔室は、複数の食事搬送台を収容するような大きさであってもよい。第１領域
の幅は、複数の食事搬送台の少なくとも１つを収容するほど十分に大きくてもよく、第２
領域の幅は、複数の食事搬送台の少なくとも１つを収容するほど十分に大きくてもよい。
【００１５】
[00015]　複数のプロファイル要素は、略垂直パネルにおいて受け取った空気を、第１領
域から仕切りによって提供された開口部を通過し、第２領域を通過して隔室の後部領域に
向かって案内するように構造的に構成されてもよい。
【００１６】
[00016]　発熱体は、電流が通ると発熱する電気発熱体を含んでもよい。
【００１７】
[00017]　発熱体は、ファンの大部分を取り囲んでもよく、ファンは、ファンを取り囲む
発熱体の大部分に外側に向かって空気を送ってもよい。
【００１８】
[00018]　別の実施形態によれば、オーブンを加熱する方法は、オーブンの発熱体を加熱
するステップと、ファンによって加熱済み発熱体に空気を流すステップと、加熱済み発熱
体を流れる空気を発熱体によって加熱するステップと、加熱空気をオーブンの後部領域か
ら前部領域に向かって案内するステップと、を含む。方法は、また、加熱空気を、オーブ
ンの前部領域にある略垂直パネルに配置された複数のプロファイル要素によって、平坦な
略垂直パネルから生じうるものよりも均一な空間分布において前部領域から後部領域に向
かって方向転換するステップを含む。
【００１９】
[00019]　加熱空気を前部領域に向かって案内するステップは、加熱空気を第１空気流領
域内に案内するステップを含んでもよい。方法は、前部領域の加熱空気を、オーブンの前
部領域にある略垂直パネルに配置された複数のプロファイル要素の少なくとも１つによっ
て第１空気流領域から第２空気流領域に向かって方向転換するステップをさらに含んでも
よい。加熱空気をオーブンの前部領域から後部領域に向かって方向転換するステップは、
加熱空気を第２空気流領域内に案内するステップを含んでもよい。
【００２０】
[00020]　第１空気流領域及び第２空気流領域は、第１空気流領域及び第２空気流領域内
に空気流と平行して配置された仕切りによって分離されてもよく、仕切りは、前部領域に
、前部領域の加熱空気を第１空気流領域から第２空気流領域に向かって方向転換するのを
容易にするための開口部を提供する。
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【００２１】
[00021]　加熱空気を前部領域に向かって案内するステップは、加熱空気を第１空気流領
域の食事搬送台内に案内するステップをさらに含んでもよく、加熱空気を前部領域から後
部領域に向かって方向転換するステップは、加熱空気を第２空気流領域の食事搬送台内に
案内するステップをさらに含んでもよい。
【００２２】
[00022]　発熱体を加熱するステップは、電気発熱体に電流を通すステップを含んでもよ
い。
【００２３】
[00023]　別の実施形態によれば、オーブンは、全面を囲まれた隔室と、隔室の前側の扉
であって、扉が隔室を開くように動作可能な扉と、隔室内の空気を加熱するように動作可
能な発熱体と、隔室の後側に配置されたファンであって、ファンが空気流を発熱体全体及
び隔室の前側に向かって通過させるように動作可能なファンと、扉の内部表面に配置され
ている、扉において受け取った空気流がファンから隔室の内部を通過してファンに向かっ
て戻るように案内するように動作可能な複数のフィン、ブレード又は孔パターンと、を含
む。
【００２４】
[00024]　別の実施形態によれば、オーブンは、全面を囲まれた、複数の食事搬送台を並
列で収容するために深さよりも大きな幅を有するような大きさにされた隔室と、隔室の前
側の扉であって、扉が隔室を開くように動作可能な扉と、隔室内の空気を加熱するように
動作可能な発熱体と、隔室の後側に配置されたファンであって、ファンが空気流を発熱体
全体及び隔室の前側に向かって通過させるように動作可能なファンと、を含む。オーブン
は、扉の内部表面に配置されている、扉において受け取った空気流がファンから隔室の内
部を通過してファンに向かって戻るように案内するように動作可能な複数のフィン、ブレ
ード又は孔パターンをさらに含んでもよい。
【００２５】
[00025]　別の実施形態によれば、オーブンは、全面を囲まれた、複数の食事搬送台を並
列で収容するために深さよりも大きな幅を有するような大きさにされた隔室と、隔室の前
側の扉であって、扉が隔室を開くように動作可能な扉と、隔室内の空気を加熱するように
動作可能な発熱体と、隔室の後側に配置されたファンであって、ファンが空気流を発熱体
の全域にわたって及び隔室の前側に向かって通過させるように動作可能なファンと、隔室
を第１領域と第２領域と（例えば、左領域及び右領域又はその逆）に分割する垂直仕切り
であって、垂直仕切りは、隔室の前側に、第１領域を通過して隔室の後側から隔室の前側
まで、垂直仕切りの間隙又は開口部を通って第１領域から第２領域まで、及び第２領域を
通って隔室の前側から隔室の後側まで空気が流れるように間隙又は開口部を有する垂直仕
切りと、を含む。
【００２６】
[00026]　本明細書中に記載される例示的実施形態は航空機ギャレー用のオーブンという
状況で示されるが、これら実施形態は単に例示であり、限定とみなされるべきではない。
装置の実施形態は、航空機ギャレーにおいて使用するためのオーブンに限定されない。例
えば、装置の実施形態は、冷蔵庫、冷凍庫及び他の食品貯蔵及び調理デバイスに適応させ
てもよい。種々の実施形態は、従って、航空機、宇宙船、船、バス、列車、娯楽的車両、
トラック、乗用車等を含むあらゆる車両において使用されてもよい。装置の実施形態は、
また、住居、事務所、ホテル、工場、倉庫、車庫及び加熱又は冷却隔室内部のより均一な
温度を有することが望ましい場合がある他の建物において使用されてもよい。概して、実
施形態は加熱又は冷却隔室内部のより均一な温度が所望される任意の場所又は用途におい
て使用されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
[00027]　例示的実施形態を、以下に簡潔に記載される実施形態が示される添付の図面を
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参照してより詳細に説明する。
【００２８】
【図１】一実施形態による、ダブルオーブンを通過する空気流を示すダブルオーブンの上
面図を示す。
【図２】別の実施形態による、ダブルオーブンを通過する空気流を示すダブルオーブンの
上面図を示す。
【図３】一実施形態による、オーブン扉の内部にあるオーブン扉プロファイル要素の詳細
な斜視図を示す。
【図４】一実施形態による、左食事搬送台着座領域と右食事搬送台着座領域との間に垂直
仕切りを有するダブルオーブンの斜視図を示す。
【図５】一実施形態による、ダブルオーブンを通過する空気流を示す、左食事搬送台着座
領域と右食事搬送台着座領域との間に垂直仕切りを有するダブルオーブンの上面図を示す
。
【図６】一実施形態による、オーブンを加熱する方法を示す。
【図７】一実施形態による、オーブンを加熱するためのシステムを示す。
【図８】一実施形態による、オーブンを加熱するための制御部を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
[00036]　従来のオーブンは、通常、オーブンの後壁に配置されたファンを取り囲む発熱
体を含む。発熱体は、通常、コネクタを介してオーブン外部の構成要素及びシステムと作
動的に結合されている。オーブンは、また、通常、オーブン内で水蒸気を発生させるため
の水コネクタ（water connector）を含む。
【００３０】
[00037]　従来のオーブンでは、空気は、従来のオーブンの内部の側部に沿って、全般的
に後壁に配置されたファンから前扉に向かう方向に流れ、その後、オーブンの内部の中心
領域を通過してファンに戻る。後壁に配置されたファンは、通常、オーブン内の空気を、
後壁に沿ってファンから外側に発熱体全体及びオーブンの側部に向かって送る。空気は、
その後、オーブンの側部に沿って前扉に向かって流れる。流れる空気が前扉に到達すると
、オーブンの左側、右側、上側及び下側から流れる空気は、通常、衝突し、ファンにより
オーブンの中心領域を通過して後方に引き込まれる。流れる空気がオーブンの中心領域を
通過する際、食品を加熱及び調理するため、流れる空気は食事搬送台及びオーブン内に配
置された食事トレイ間を通過する。
【００３１】
[00038]　通常、空気流速度は従来のオーブンの、後壁に向かう側部において最大であり
、オーブンの前扉に向かって低下する。オーブンの内部の中心領域を通過してファンに戻
る空気流速度は、通常、全般的にオーブンの縁端に沿った方向において前扉に向かう空気
流速度よりも低い。
【００３２】
[00039]　後壁に戻る従来のオーブンの中心領域の空気流速度は、通常、後壁に戻る従来
のオーブンの外側（例えば、上部及び下部）領域の空気流速度よりも高い。従って、オー
ブンの中心領域の空気流は、通常、より大きな量のエネルギを保持し、オーブン内におい
て加熱又は調理される食品に、オーブンの上部領域及び下部領域の空気流に比べてより大
きな量の熱を伝達する。その結果、オーブン内の食事トレイに配置された食事は均一に加
熱も調理もされないが、これは、上部領域及び下部領域のものは従来のオーブンの中心領
域のものほどの熱を受け取らないことが理由である。
【００３３】
[00040]　図１は、一実施形態による、ダブルオーブン１００を通過する空気流を示す、
ダブルオーブン１００の上面図を示す。図１において、空気流はブロック矢印によって示
される。ダブルオーブン１００は、全面を囲まれた隔室と、ファンを有する後壁１１０と
、後壁にあり、ファンにより発熱体に送られる空気を加熱することによって隔室内の空気
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を加熱するように動作可能な発熱体と、ほぼ平坦な内部表面を有する前扉１２０と、各々
が複数の食事トレイ１６０を保持する２つの食事搬送台１４０及び１５０と、を含む。食
事トレイ１６０の各々は複数の食事１３０を保持する。オーブン１００の左側の１つの食
事搬送台１４０は各段に４つの食事１３０を保持し、オーブン１００の右側の１つの食事
搬送台１５０もまた各段に４つの食事１３０を保持する。ダブルオーブンの使用は、食事
を加熱するための同じ能力を実現するために２つの従来のシングルオーブンの使用と比べ
てスペース及び重量を節約することにより効率を提供する。オーブン構成要素及び筐体を
必ずしも二重化する必要がないため、ダブルオーブン１００は、スペースを節約し、かつ
同数の食事を加熱又は調理するのに必要な同等数の従来のシングルオーブンよりも低い重
量及び総所有コストを有しうる。
【００３４】
[00041]　図１に示されるように、後壁１１０からダブルオーブン１００の左側及び右側
に沿って前扉１２０に向かって移動し、その後、前扉１２０から食事搬送台１４０と食事
搬送台１５０との間のオーブン１００の中心を通過して後壁１１０にあるファンに戻る空
気流速度は高い。比較すると、食事トレイ１６０が配置されたオーブン１００の領域を通
過する空気流は低い。その結果、食事トレイ１６０が配置された領域よりもオーブン１０
０の側部及び中心により多くの熱がある。食事トレイ１６０を保持する食事搬送台１４０
と食事搬送台１５０との間を空気流が通過するため、オーブン１００の中心の高速空気流
は食事トレイ１６０内の食事１３０への熱の伝達において効果的でない。
【００３５】
[00042]　図２は、一実施形態による、ダブルオーブン２００を通過する空気流を示す、
ダブルオーブン２００の上面図を示す。図２内では、空気流はブロック矢印によって示さ
れる。図２に示されるダブルオーブン２００は、ダブルオーブン２００の前扉２２０が、
略垂直パネル、例えば、前扉２２０の内部表面に配置された、プロファイル要素２７０、
例えば、フィン、ブレード又は孔パターンを有するプロファイルの内部表面を含むこと以
外は図１のダブルオーブン１００に類似する。プロファイル要素２７０は１つ又は複数の
配列において配置されてもよいが、プロファイル要素２７０は種々の他の構成において配
置されてもよいため、これは限定と解釈されるべきではない。プロファイル要素２７０は
オーブン２００の後壁２１０から来る空気流を案内し、後壁２１０に戻る空気流を方向転
換して、オーブン２００内の戻り空気流を平坦な略垂直パネルから生じうるものよりも均
一に分配する。戻り空気流はオーブン１００のように食事搬送台１４０と食事搬送台１５
０との間よりもむしろオーブン２００内の食事搬送台２４０及び食事搬送台２５０内に案
内されてもよい。従って、オーブン１００においてより低い空気流を有する領域はオーブ
ン２００においてより高い空気流を有する。フィン、ブレード又は孔パターンの位置、形
状及び量は、オーブン２００全体におけるより均一な熱分配を生じさせるためにオーブン
２００を通過する戻り空気流を変更するため調整してもよい。オーブン２００内の空気流
をより均一に分配することによって、オーブン２００内の温度はオーブン１００内よりも
均一になる。この利点は、２つ以上食事搬送台を並列で保持するダブルオーブン又は他の
オーブンにおいて特に重要である。なぜなら、オーブン１００の中心を通過する高速空気
流は食事搬送台１４０及び食事搬送台１５０内の食事トレイ１６０内の食事１３０への熱
の伝達において効果的でないからである。対照的に、オーブン２００のより均一な空気流
及び温度はオーブン２００内の食事搬送台２４０及び食事搬送台２５０内の食事トレイ２
６０に配置された食事２３０の加熱においてより効果的である。
【００３６】
[00043]　図３は、一実施形態による、オーブン扉３１０の内部にあるオーブン扉プロフ
ァイル要素３２０の詳細な斜視図を示す。オーブン扉プロファイル要素３２０は、図２の
オーブン扉２２０に取り付けられてもよいオーブン扉プロファイル要素２７０（例えば、
フィン、ブレード又は孔パターン）の例である。プロファイル要素３２０はオーブン扉３
１０の表面の面に対し角度をなして配置された表面を有する。種々の実施形態においては
オーブン２００などのオーブンの異なる所望の内部空気流を生成するためにオーブン扉プ
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ロファイル要素の形状、位置及び数量を調整及び変更してもよいため、示されるオーブン
扉プロファイル要素３２０は限定と解釈されるべきではない。プロファイル要素を使用す
るオーブンの所望の内部空気流及び均一な内部温度のための最適な設計を決定するため、
例えば、異なる形状、位置及び数量のオーブン扉プロファイル要素を使用してオーブン内
部の数値流体力学（ＣＦＤ）シミュレーションを実施してもよい。
【００３７】
[00044]　図４は、一実施形態による、左食事搬送台着座領域４７０と右食事搬送台着座
領域４８０との間に垂直仕切りを有するダブルオーブン４００の斜視図を示す。オーブン
４００は、後壁にファン４６０及び発熱体４６５を含んでもよい。発熱体４６５は、電気
発熱体であっても、当技術分野において公知の別のタイプの発熱体であってもよい。電気
発熱体の場合、発熱体は、電気デバイス、例えば、電気抵抗発熱体又は熱電デバイスに電
流を通すことにより加熱されてもよい。他の電源又はガス、プロパンもしくは灯油などの
燃料によって加熱される、又は他の電源又はガス、プロパンもしくは灯油などの燃料を使
用して空気を加熱する他の発熱体が、当技術分野において公知の種々の実施形態において
使用されてもよい。発熱体４６５はファン４６０の大部分を取り囲んでもよく、ファン４
６０は、ファン４６０を取り囲む発熱体４６５の大部分に外側に向かって空気を送っても
よい。他の実施形態においては、ファン４６０によって送られる空気の大半を加熱するた
めにファン４６０によって送られる空気の大半を発熱体４６５の近傍に提供するため、発
熱体４６５はファン４６０及び任意のダクト構造に対して配置されてもよい。例えば、フ
ァン４６０は後壁以外の別の場所に配置されてもよく、ダクト構造は空気流をファン４６
０から発熱体４６５及び高温空気入口４１０に送達してもよい。
【００３８】
[00045]　オーブン４００の設計の目的は、空気流がオーブン４００内において加熱又は
調理される食事に対してではなくオーブン壁に対して熱を失う、オーブン４００の壁に沿
う高速空気流を回避することである。オーブン４００は、この目的を、空気流を左食事搬
送台領域４７０内の経路４２０に沿って後ろから前に案内し、オーブン４００の前の空気
流を左食事搬送台領域４７０から右食事搬送台領域４８０に経路４３０に沿って案内し、
その後、空気流を右食事搬送台領域４８０内の経路４５０に沿って前から後ろに案内する
ことによって達成する。空気流が左食事搬送台領域４７０内を経路４２０に沿って後ろか
ら前に通過するように、空気流は、後壁にあるファン４６０から案内され、空気流を加熱
する発熱体４６５を過ぎ、高温空気入口４１０を通過する。空気流は、最後に、右食事搬
送台領域４８０内を経路４５０に沿ってファン出口又は空気流サイクルが繰り返されるフ
ァン４６０への入口に案内される。示された空気流の方向は限定と解釈されるべきではな
く、種々の実施形態と同様に、空気流経路は逆向きにされてもよい。
【００３９】
[00046]　空気流が、経路４２０、４３０及び４５０に沿って続くのではなく左から右に
、又はその逆に近道をとることを防止するために、左食事搬送台領域４７０と右食事搬送
台領域４８０との間のオーブン４００の中央の前から後ろに仕切り板４４０が配置されて
いる。仕切り板４４０は、オーブン４００の前に、経路４３０に沿う空気流が開口部又は
間隙４４５を、オーブン４００の一方の側から他方の側まで通過することを可能にするた
めの開口部又は間隙４４５を有する。種々の実施形態においては、所望の空気流を達成す
るために開口部又は間隙４４５はサイズ、形状及び位置が調整されてもよい。例えば、開
口部又は間隙４４５はオーブン４００の前扉に沿う、オーブン内部の上部から底部までの
垂直間隙であってもよく、約１８ｍｍ幅であってもよい。
【００４０】
[00047]　図５は、一実施形態による、ダブルオーブン５００を通過する空気流を示す、
左食事搬送台着座領域５７０と右食事搬送台着座領域５８０との間に垂直仕切り５４０を
有するダブルオーブン５００の上面図を示す。ダブルオーブン５００は図４のダブルオー
ブン４００の一実施形態であってもよい。図５内では、空気流は、高温空気入口５１０か
ら開始し、ファン５６０に戻るブロック矢印によって示される。詳細には、加熱空気は、
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高温空気入口５１０から、食事搬送台着座領域５７０を通過し、食事搬送台着座領域５７
０から食事搬送台着座領域５８０までの、垂直仕切り５４０の前にある開口部又は間隙５
４５を通過し、その後、食事搬送台着座領域５８０を通過し、ファン５６０に戻るように
流れる。示されるように、オーブン５００を通過する空気流は食事搬送台着座領域５７０
及び５８０内に分配され、オーブン５００の壁に沿って集中しない。従って、オーブン５
００は、オーブン１００よりも、食事搬送台着座領域５７０及び５８０内にある食事搬送
台内の食事トレイ上の食事に熱を効果的に伝達する。
【００４１】
[00048]　図６は、一実施形態による、オーブンを加熱する方法を示す。ステップ６１０
では、オーブンの内部を加熱するために発熱体が加熱される。発熱体はオーブンの後部領
域において加熱されてもよい。発熱体は、電気発熱体であってもよく、電気デバイス、例
えば、電気抵抗発熱体又は熱電デバイスに電流を通すことにより加熱されてもよい。他の
電源又はガス、プロパンもしくは灯油などの燃料によって加熱される、又は他の電源又は
ガス、プロパンもしくは灯油などの燃料を使用して空気を加熱する他の発熱体が、当技術
分野において公知の種々の実施形態において使用されてもよい。発熱体を、標準状態下に
おいて一気圧で摂氏１００度である、水の沸点の温度又はそれを超える温度まで加熱させ
てもよい。水の沸点は気圧を含む環境条件などの要素に依存する水の物性である。塩など
の水中の不純物はその沸点を上昇させる可能性がある。また、飛行中の航空機においては
、気圧は、通常、一気圧未満である。その結果、飛行中の航空機内における水の沸騰温度
は、通常、一気圧におけるものよりも低い温度である。種々の実施形態においては、発熱
体は、摂氏１００度、摂氏１５０度、摂氏２００度、摂氏２５０度又は摂氏３００度又は
それを超えるまで加熱されてもよく、かつオーブンの隔室内の空気を加熱してもよい。
【００４２】
[00049]　ステップ６２０では、ステップ６１０で加熱された発熱体に空気が送られる。
空気はファン、例えば、ファン４６０によって送られてもよい。空気はファンから発熱体
に向かう方向に送られてもよく、それにより、ファンによって送られる空気の大半は発熱
体全体に送られる。ファンは、ファンから外側に向かってファンを取り囲む発熱体に空気
を送ってもよい。ファンを通過する空気流の速度及び方向はファンのモータを駆動するの
に使用される可変制御された電力によって設定されてもよい。
【００４３】
[00050]　ステップ６３０では、発熱体は、発熱体を流れる空気を加熱する。空気がオー
ブン内を循環する際、空気が発熱体を流れるたびに空気は一定量（incremental amount）
だけ加熱されてもよく、空気が発熱体を流れるたびに空気の温度を上昇させる。空気がフ
ァンに戻る前にオーブン内を循環すると空気の温度は低下してもよい。発熱体を通過する
ことにより空気温度が増加する量は、発熱体がどれほど高温であるかによって決定されて
もよく、さらには、電気発熱体の場合は、どれほどの電流が発熱体を通過したかによって
決定されてもよい。
【００４４】
[00051]　ステップ６４０では、加熱空気はオーブンの後部領域からオーブンの前部領域
に向かって案内される。加熱空気がオーブンの前部領域に向かって流れる際に、加熱空気
は、複数の食事トレイが配置された１つ又は複数の食事搬送台内に案内されてもよい。加
熱空気が食事トレイ上の食事の周囲を流れると、加熱空気は食事トレイ上の食事を加熱し
てもよい。種々の実施形態においては、オーブン隔室は第１側部又は領域と、第２側部又
は領域とに（例えば、左領域及び右領域、又はその逆）分割されてもよく、加熱空気はオ
ーブン隔室の第１領域の後部から第１領域の前部に案内されてもよい。種々の実施形態に
おいては、オーブン隔室は、上部側と底部側とに分割されても、左上三角形と右下三角形
とに分割されても、右上三角形と左下三角形とに分割されても、空気流を、１つ又は複数
の領域の一組においては１つの方向に、及び１つ又は複数の領域の異なる組においては逆
方向に支持する他の幾何学的領域に分割されてもよい。
【００４５】
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[00052]　任意のステップ６５０では、１つの空気流領域（例えば、第１側部又は領域）
を通過して前部領域に到達した加熱空気は前部領域の１つの空気流領域から別の空気流領
域に向かって（例えば、第１側部又は領域から第２側部又は領域に）方向を転換する。加
熱空気は、オーブンの前部領域にある、例えば、オーブンの前扉の内側にある、略垂直パ
ネルに配置された複数のプロファイル要素（例えば、フィン、ブレード又は孔パターン）
の少なくとも１つによって方向を転換されてもよい。任意のステップ６５０は、加熱空気
が、例えば、オーブンの１つの空気流領域を通過して前部領域に向かって案内される場合
、及びオーブンの別の空気流領域を通過して前部領域から離れる方に案内される場合に実
施されてもよい。
【００４６】
[00053]　空気が互いに反対方向に流れるオーブンの領域（すなわち空気流領域）は、オ
ーブン隔室の前部領域に、前部領域の加熱空気を１つの空気流領域から他の空気流領域に
方向転換するのを容易にするための開口部を提供する仕切りによって分離されてもよい。
仕切りは、空気が反対方向に流れる空気流領域の幾何学的形状寸法に応じて異なる方向に
配向されてもよい。例えば、種々の実施形態においては、仕切りは、左空気流領域と右空
気流領域との間に垂直方向に、上部空気流領域と下部空気流領域との間に水平に、又は三
角形の空気流領域間に斜めに配向されてもよい。概して、隣り合う領域と比べて反対方向
に空気が流れる空気流領域の数よりも１つ少ない仕切りがあってもよい。本明細書中に記
載される例示的実施形態に関しては２つの空気流領域が示され、かつ記載されているが、
種々の実施形態においては２つ以上の仕切りによって分離されてもよい２つを超える空気
流領域があってもよいため、これは限定と解釈されるべきではない。
【００４７】
[00054]　ステップ６６０では、オーブンの前部領域にある略垂直パネルに配置された複
数のプロファイル要素の少なくとも１つにより、加熱空気はオーブンの前部領域から後部
領域に向かって方向を転換する。加熱空気は、オーブン扉の平坦な内部などの平坦な略垂
直パネルから生じうるものよりも均一な空間分布において後部領域に向かって方向を転換
してもよい。加熱空気がオーブンの後部領域に向かって流れる際に、加熱空気は複数の食
事トレイが配置された１つ又は複数の食事搬送台内に案内されてもよい。加熱空気が食事
トレイ上の食事の周囲を流れると、加熱空気は食事トレイ上の食事を加熱してもよい。加
熱空気はより均一な分配において流れてもよいため、食事トレイ上の食事は、オーブンの
前部領域にある略垂直パネルに配置された複数のプロファイル要素を含まない従来のオー
ブンに比べてより均等にオーブンによって加熱されてもよい。
【００４８】
[00055]　オーブン隔室が、隣り合う領域と比べて反対方向に空気が流れる複数の空気流
領域（例えば、左側又は領域及び右側又は領域）に分割される種々の実施形態においては
、加熱空気は、オーブンの後部領域隔室から加熱空気を受け取る、オーブン隔室の前にあ
る他の領域から加熱空気を受け取るオーブン隔室の前にある領域から、オーブンの後部に
（例えば、オーブン隔室の第２領域の前部から第２領域の後部に）方向を転換してもよい
。空気が前部領域からオーブンの後部領域隔室に到達すると、空気は循環経路（circular
 path）を完了してもよく、方法はステップ６１０において開始を繰り返してもよい。
【００４９】
[00056]　図７は、一実施形態による、オーブンを加熱するためのシステム７００を示す
。制御システム７１０は、本明細書中に記載される方法によりオーブンを制御してもよい
。制御システム７１０は、図８に示される制御部８００の一実施形態を含んでもよい。制
御システム７１０はセンサ及びアクチュエータを含んでもよく、センサ及びアクチュエー
タを使用してオーブンの水蒸気インジェクタ７２０、発熱体７３０及び／又はファン７４
０を制御してもよい。センサは、例えば、水蒸気インジェクタ７２０近辺、発熱体７３０
近辺、ファン７４０近辺、又はオーブンの隔室内の他の領域内の空気の温度を測定する、
又は発熱体７３０又は他の要素自体の温度を測定する温度センサを含んでもよい。センサ
には、また、例えば、水蒸気インジェクタ７２０近辺、発熱体７３０、ファン７４０近辺
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、又はオーブンの隔室内の他の領域内の空気の湿度を測定する湿度センサを含んでもよい
。センサは、付加的に、ファン７４０から、ファン７４０近辺、又は空気が流れる隔室の
他の領域内の空気流の量を測定する、又は水蒸気インジェクタ７２０及び／又は水を水蒸
気インジェクタ７２０に提供する配水配管を通過する流体又は水流の量を測定する流速セ
ンサを含んでもよい。センサは、また、オーブン内の気圧を測定する圧力センサを含んで
もよい。センサは、さらに、電気発熱体の場合、どれほどの電流が発熱体７３０を流れる
かを測定する電流センサ、又は発熱体７３０全体の電圧を測定する電圧を含んでもよい。
アクチュエータは、ファン７４０を駆動するモータと、水蒸気インジェクタ７２０を通過
する水流を制御するアクチュエータと、電気発熱体の場合、発熱体７３０を流れる電流の
量を制御するスイッチ又はドライバなどの要素と、を含んでもよい。
【００５０】
[00057]　図８は、一実施形態による、オーブンを加熱するための制御部を示す。制御部
８００は入出力インターフェース８３０を介して制御盤８４０に結合されてもよい。制御
部８００は、例えば、オーブン４００内に含まれてもよく、制御盤８４０は、オーブン４
００の外部表面又はオーブン４００の取り付け位置の近辺に取り付けられてもよい。制御
部８００は、オーブンをオン又はオフにする、動作モードを選択する、及びオーブンの隔
室の所望の温度を設定するなどの入力コマンドを使用者から制御盤８４０を介して受け取
ってもよい。制御部８００は、制御盤８４０を使用し、オーブンの動作状態に関する情報
（例えば、動作モード、蒸気生成サイクルの作動、オーブン及び／又はオーブンの構成要
素の過熱状態による停止等）を使用者に対して出力してもよい。
【００５１】
[00058]　制御部８００は、プログラム命令に従い計算を実行するプロセッサ８１０と、
プロセッサ８１０によって使用又は生成される演算命令及び他のデータを記憶するメモリ
８２０と、イーサネット（登録商標）、ギャレーデータバス（Galley Data Bus）（ＧＡ
Ｎ）又はコントローラエリアネットワーク（ＣＡＮ）などの、データ通信ネットワーク８
９０に接続するためのデータ通信回路を含むネットワークインターフェース８５０と、を
含んでもよい。プロセッサ８１０は、マイクロプロセッサ、フィールドプログラマブルゲ
ートアレイ、特定用途用集積回路又は特別仕様の超大規模集積回路チップ、又は制御機能
を実施する他の電子回路を含んでもよい。プロセッサ８１０は、また、ステートマシンを
含んでもよい。制御部８００は、また、１つ又は複数の電子回路及びプリント回路基板を
含んでもよい。プロセッサ８１０と、メモリ８２０と、ネットワークインターフェース８
５０とは１つ又は複数のデータバス８８０を使用して互いに結合されてもよい。制御部８
００は制御インターフェース８６０を介してオーブンの種々のセンサ及びアクチュエータ
８７０と通信し、かつそれらを制御してもよい。制御システム７１０のセンサ及びアクチ
ュエータは図８のセンサ及びアクチュエータ８７０の実施形態であってもよい。
【００５２】
[00059]　制御部８００は、航空機に搭載されたもののような中央演算システムによって
制御されてもそれと通信してもよい。制御部８００は、ＡＲＩＮＣ８１２準拠の論理的通
信インターフェースをＡＲＩＮＣ８１０準拠の物理的インターフェースにおいて実行して
もよい。制御部８００はギャレーデータバス（例えば、ギャレーネットワークＧＡＮバス
）を介して通信してもよく、かつギャレーネットワーク制御部（例えば、ＡＲＩＮＣ８１
２規格に記載されているようなマスターゲイン制御ユニット（Master GAIN Control Unit
））とデータを交換してもよい。ＡＲＩＮＣ８１２規格に従い、制御部８００は、ネット
ワーク監視、出力制御、遠隔操作、故障監視及びデータ伝達機能を提供してもよい。適切
な応答のため、制御部８００は、ＧＮＣタッチパネルディスプレイ上での表示のためにギ
ャレーネットワーク制御部（ＧＮＣ）が受信したメニュー定義要求を実施し、かつ対応す
るボタン押下イベントを処理してもよい。制御部８００は、ＲＳ－２３２通信インターフ
ェース及び／又は赤外線データポートを使用して、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）又は
携帯型情報端末（ＰＤＡ）との通信などの追加の通信を提供してもよい。そのような追加
の通信には、オーブンの動作の実時間監視、長期データ回収及び制御システムソフトウェ
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アの更新を含んでもよい。加えて、制御インターフェース８６０は、制御部８００とオー
ブン内のモータ制御部との間の通信のために使用されてもよいシリアルペリフェラルイン
ターフェース（ＳＰＩ）バスを含んでもよい。
【００５３】
[00060]　使用者は制御盤８４０を使用してオーブンの所望の温度を選択してもよい。使
用者は、また、制御盤８４０を使用してオーブン隔室の所望の湿度及び／又は圧力を選択
してもよい。制御部８００は、オーブン隔室内の温度を所望の温度に従い高水準の精度で
制御してもよい。制御部８００はまた、オーブン隔室内の湿度を所望の湿度及び／又は所
望の圧力に従い高水準の精度で制御してもよい。例えば、圧力がしきい値未満に低下した
場合、圧力を増加させるために追加の水蒸気がオーブン隔室内に噴射されてもよい。従っ
て、使用者により選択されたオーブンの動作モードに従いオーブン隔室内において調理さ
れる食品の品質が一様に得られてもよい。
【００５４】
[00061]　本明細書中に記載される実施形態によれば、オーブンはオーブン隔室の内部全
体にわたり従来のオーブンよりも等しい空気流速度を有してもよい。従って、実施形態は
オーブン内の異なる位置においてオーブン内の食品を従来のオーブンよりも一様にかつ等
しく加熱しても調理してもよい。
【００５５】
[00062]　本明細書中に引用された刊行物、特許出願及び特許を含む全ての参考文献は、
各参考文献が参照により組み込まれ、かつその全体が本明細書中に説明されるかのように
個々に及び具体的に指示されるのと同程度参照により本明細書に組み込まれる。
【００５６】
[00063]　本発明の原理の理解を促進するため、図面に示される実施形態を参照するとと
もに、これら実施形態を説明するために特定の言語を使用した。しかしながら、この特定
の言語により本発明の範囲を限定することを意図するものではなく、本発明は当業者が通
常想起するあらゆる実施形態を含むものと解釈すべきである。本明細書中において使用さ
れる専門用語は特定の実施形態を説明するためであり、本発明の例示的実施形態の限定を
意図するものではない。実施形態の記載において、従来技術の特定の詳細な説明はそれら
が本発明の本質を不必要に曖昧にする可能性があると考えられる場合は省略される。
【００５７】
[00064]　本明細書中に記載される装置は、プロセッサと、プロセッサによって実行され
るプログラムデータを格納するためのメモリと、ディスクドライブなどの永久記憶装置と
、外部デバイスとの通信を担うための通信ポートと、ディスプレイ、タッチパネル、キー
、ボタン等を含むユーザインターフェースデバイスと、を含んでもよい。ソフトウェアモ
ジュールが含まれる場合、これらソフトウェアモジュールは、プロセッサによって実行可
能なプログラム命令又はコンピュータ可読コードとして、磁気記憶媒体（例えば、磁気テ
ープ、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク）、光学記録媒体（例えば、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）等）及び固体メモリ（例えば、ランダム
アクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、静的ランダムアクセスメモ
リ（ＳＲＡＭ）、電気的消去可能読み出し専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモ
リ、サムドライブ等）などの非一時的なコンピュータ可読媒体に格納されてもよい。コン
ピュータ可読記録媒体は、また、コンピュータ可読コードが分配された様式で格納及び実
行されるようにネットワーク結合されたコンピュータシステム上において分配されてもよ
い。このコンピュータ可読記録媒体はコンピュータによって読み取られ、メモリに格納さ
れ、プロセッサによって実行されてもよい。
【００５８】
[00065]　また、本明細書中の開示を使用し、本発明が関係する技術分野における通常の
技量を有するプログラマであれば本発明を作製及び使用するための機能的なプログラム、
コード及びコードセグメントを容易に実施することができる。
【００５９】
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[00066]　本発明は機能ブロック構成要素及び種々の処理ステップの観点において記載さ
れうる。そのような機能ブロックは特定の機能を実施するように構成された任意の数のハ
ードウェア及び／又はソフトウェア構成要素によって実現されてもよい。例えば、本発明
では、１つ又は複数のマイクロプロセッサ又は他の制御デバイスの制御下で種々の機能を
実施しうる種々の集積回路構成要素、例えば、記憶素子、処理素子（processing element
）、論理素子、ルックアップテーブル等を用いてもよい。同様に、本発明の要素がソフト
ウェアプログラミング又はソフトウェア要素を使用して実施される場合、本発明はＣ、Ｃ
＋＋、ＪＡＶＡ（登録商標）、アセンブラ等のような任意のプログラミング又はスクリプ
ト言語により実施されてもよく、種々のアルゴリズムはデータ構造、オブジェクト、プロ
セス、ルーチン又は他のプログラミング要素の任意の組み合わせにより実施される。機能
的態様は１つ又は複数のプロセッサ上で実行するアルゴリズムにおいて実施してもよい。
さらに、本発明では、任意の数の電子機器構成、信号処理及び／又は制御、データ処理等
の従来技術を用いてもよい。最後に、本明細書中に記載される全ての方法のステップは本
明細書中に特に示されない限り又は文脈によって明確に否定されない限りは任意の適切な
順序で実施されてもよい。
【００６０】
[00067]　簡略化のため、従来の電子機器、制御システム、ソフトウェア開発及びシステ
ムの他の機能的態様（及びシステムの個々の動作構成要素の構成要素）は詳細に記載され
なくてもよい。さらに、提示された種々の図に示される連結線又は連結部は種々の要素間
の例示的な機能的関係及び／又は物理的又は論理的結合を示すことを意図する。実際的な
デバイスにおいては多くの代替案又は追加の機能的関係、物理的連結又は論理的連結が存
在してもよいことに留意すべきである。「機構」、「要素」、「ユニット」、「構造」、
「手段」及び「構成」という後は広く使用され、機械的又は物理的実施形態に限定されず
、プロセッサ等とともにソフトウェアルーチンを含んでもよい。
【００６１】
[00068]　本明細書中に提供される全ての実施例又は例示的言語（例えば、「などの」）
の使用は単に本発明により良好に明確にすることを意図しており、明確に請求されない限
りは本発明の範囲に制約を課すものではない。この技術における通常の技量を有するもの
であれば以下の特許請求の範囲によって定義される発明の精神及び範囲から逸脱すること
なく多くの改良形態及び適応形態が容易に明らかになろう。従って、本発明の範囲は本発
明の詳細な説明ではなく以下の特許請求の範囲によって定義されるものであり、範囲内の
あらゆる相違は本発明に含まれるものと解釈される。
【００６２】
[00069]　物品又は構成要素はその要素が「必須」又は「重要」と具体的に記載されない
限りは本発明の実施に必須ではない。また、用語「含む（comprises）」、「含む（compr
ising）」、「含む（includes）」、「含む（including）」、「有する（has）」及び「
有する（having）」は、本明細書では、特に、オープンエンドな技術用語として解釈され
ることを意図することは理解されよう。本発明の説明との関係における（特に以下の特許
請求の範囲との関係における）用語「a」及び「an」及び「the」ならびに類似の指示対象
の使用は文脈において明確に示されない限りは単数形及び複数形の両方を含むものと解釈
されるべきである。加えて、本明細書中においては種々の要素を記載するために用語「第
１」、「第２」等が使用される場合があるが、これら要素はこれら用語によって限定され
るべきではなく、単に１つの要素を別の要素と区別するために使用されるものであること
を理解すべきである。さらに、本明細書中における数値の範囲の記述は本明細書中に特に
明記されない限り単に範囲内の各別個の数値を個々に参照する簡潔な方法としての機能を
果たすことを意図するものであり、各別個の数値は本明細書中に個々に列挙されているか
のように明細書中に組み込まれる。
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